
１．評価指標の達成状況

①順調/達成 ②概ね順調 ③やや遅延 ④遅延 ⑥未達成
①または
②の割合 ⑤評価対象外

100％以上 80％～99％ 60％～79％ 0％～59％ ※２ ※３ ※１

未来を創る人材を育むまちづくり 1 8 0 0 0 100.0% 2

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが
できるまちづくり

1 1 2 1 0 40.0% 1

健康でいきいきと暮らせるまちづくり 3 1 1 1 1 57.1% 0

人権を尊重し、ともに築く共生のまちづくり 2 1 0 1 0 75.0% 6

ビジネス環境の変化に対応した生産性の高い活
力あるまちづくり

1 3 1 0 0 80.0% 2

人が集う交流のまちづくり 0 2 1 2 1 33.3% 2

文化芸術の薫りあふれるまちづくり 1 1 1 0 0 66.7% 1

快適で暮らしやすい生活環境づくり 4 2 1 0 0 85.7% 4

安全・安心に暮らせるまちづくり 1 0 1 1 0 33.3% 0

環境にやさしいまちづくり 3 0 0 0 0 100.0% 0

17 19 8 6 2 69.2% 18

※１　今回評価の対象ではないもの（令和６年度実施予定の市民アンケート調査を指標としているものなど）
※２　指標の特性上「できた」「できなかった」で評価したもののうち、「できなかった」に属するもの
※３　①「順調/達成」または②「概ね順調」の割合　（①②÷①②③④⑥）

施策ごとの達成状況は次ページ以降を参照してください。

施策の基本目標の達成状況

第１１次鳥取市総合計画基本計画の令和３年度実績について

まちづくりの目標 政策

合計

誰もが自分らしく暮らし続
けることができる、持続可
能な地域共生のまち

人が行きかい、にぎわいあ
ふれるまち

豊かな自然と調和して安
全・安心に暮らせるまち
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●内部評価について

・

・

・

＜評価の目安＞

（パターンA）年次目標値に対する達成度で評価するもの

達成率区分

① 順 調 100%以上

② 概 ね 順 調 80％～99％

③ や や 遅 延 60％～79％

④ 遅 延 0％～59％

⑤ 評 価 対 象 外

（パターンB）指標の性質上、「できた」「できなかった」で評価するもの

達成率区分

① 達 成 100%以上

⑥ 未 達 成 0％～99％

評価にあたっての目安・留意事項

評価コメント（課題・今後の方向性等）欄は、令和３年度の取組や成果を踏まえて記載しています。

評価区分

評価区分

当該年度の年次目標値が設定できないものは「評価対象外」とし、令和3年度の取組状況を踏まえ、課題、今後の取組方針や方
向性等について記載しています。

第１１次総合計画基本計画の施策評価について

評価コメント（課題・今後の方向性等）欄は、令和３年度の取組や成果を踏まえて記載しています。

各施策の令和3年度の実績を踏まえ、達成率や取組の状況、評価区分（①順調　②概ね順調　③やや遅延　④遅延　⑤評価対象外　⑥未達成）、担当課意見を
内部評価としてまとめています。

達成率は令和3年度実績／年次目標値により算出しています。

達成率で評価できないものは、指標に対する令和3年度実績（取組状況）を踏まえ評価しています。

評価にあたっての目安・留意事項
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（参考）第１１次鳥取市総合計画の施策体系
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２．施策ごとの評価指標の達成状況

【まちづくりの目標】誰もが自分らしく暮らし続けることができる、持続可能な地域共生のまち 
【政策】未来を創る人材を育むまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 - - - - 1.57 1.60 1.62 1.65 1.67

実績値 - 1.50 1.48 1.54 1.49

達成率 ％ - - - 94.9%

目標値 % - - - - - - 70.0 -

実績値 % - 66.0 - - - - -

達成率 % - - - - - - -

目標値 % - - - - - - 65.0 -

実績値 % - 61.5 - - - - -

達成率 % - - - - - - -

結婚・出
産・子育
て支援

鳥取市の
合計特殊
出生率

一人の女性が一生に産む子
どもの平均数として算出さ
れた当該年の人口統計上の
数値。

地方創
生・デ
ジタル
化推進
室

②
概ね
順調

「子育て
しやすい
環境」と
思う市民
の割合

 当該年度実施の市民アン
ケート調査で「子育てしや
すい（子育てしやすかっ
た）」と回答をした市民の
割合。

こども
家庭課

1

3

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。今後も多様化する保育ニーズに対
応できるよう、子育て支援事業を継続して実施してい
く。

⑤
評価
対象
外

こども
家庭課

⑤
評価
対象
外

内部評価令和
６年度

令和
７年度

　合計特殊出生率は平成30年以降、おおむね1.5前後で
推移しており、令和３年は市試算値で1.49となった。合
計特殊出生率を押し下げる要因として、未婚率や初婚年
齢の上昇、夫婦の子ども数の減少が考えられ、それぞれ
が「結婚への意欲・機会の減少」「経済的・生活基盤の
弱さ」「仕事と家庭の両立の困難さ」「育児負担の重
さ」などの影響を受けていると考える。少子化の要因を
しっかりと踏まえて、各種対策を立案・実施し、長期的
な視点で少子化対策に総合的に取り組んでいく。
※令和３年の県内市町村別の合計特殊出生率の県公表
は、今年度後半以降になる見込みのため、評価は市試算
値で実施する。

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。今後も多様化する保育ニーズに対
応できるよう、子育て支援事業を継続して実施してい
く。

基本施策
令和
４年度

令和
５年度

当該年度実施の市民アン
ケート調査で中程度の評価
より高い回答をした市民の
割合。

平成30
年度

2

「子育て
を楽し
い」と思
う市民の
割合

担当課No. 評価指標 指標の説明
単
位

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 ％ - - - 86.0 87.0 88.0 89.0 90.0

実績値 ％ 82.3 81.6 調査なし 77.4

達成率 ％ - - - 90.0%

目標値 ％ - - - 72.0 73.0 74.0 75.0 76.0

実績値 ％ 72.4 71.2 調査なし 65.9

達成率 ％ - - - 91.5%

目標値 ％ - - - 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0

実績値 ％ 45.7 46.4 調査なし 50.8

達成率 ％ - - - 90.7%

目標値 ％ - - - 41.0 42.0 43.0 44.0 45.0

実績値 ％ 38.8 42.0 調査なし 45.9

達成率 ％ - - - 112.0%

目標値 ％ - - - 90.0 91.0 92.0 93.0 94.0

実績値 ％ 89.5 87.8 89.1 89.5

達成率 ％ - - - 99.4%

教育の充
実・郷土
愛の醸成

6

7

8

地域や社
会を良く
するため
に何をす
べきか考
えること
がある児
童生徒の
割合（小
学校）

　当該年度実施の「全国学
力・学習状況調査児童生徒
質問紙調査」で、「地域や
社会を良くするために何を
すべきか考えることがあ
る」と回答した割合。
　※義務教育学校は、前期
課程と後期課程に分けて集
計。

学校が楽
しいと思
う児童生
徒の割合
（小学
校）

　当該年度実施の「鳥取市
共通10項目アンケート調
査」で「学校が楽しい」の
質問に「あてはまる」「ど
ちらかと言えば当てはま
る」と回答した割合。

単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

5

将来の夢
や目標を
持ってい
る児童生
徒の割合
（中学
校）

「全国学力・学習状況調査
児童生徒質問紙調査」で、
「将来の夢や目標を持って
いるか」の質問に、「あて
はまる」「どちらかと言え
ばあてはまる」と回答した
割合

学校教
育課

4

将来の夢
や目標を
持ってい
る児童生
徒の割合
（小学
校）

「全国学力・学習状況調査
児童生徒質問紙調査」で、
「将来の夢や目標を持って
いるか」の質問に、「当て
はまる」「どちらかと言え
ば当てはまる」と回答した
割合

学校教
育課

②
概ね
順調

学校教
育課

②
概ね
順調

　すべての児童生徒が自らの能力や可能性を最大限に伸
ばすため、教育の機会を確保し、一人ひとりの実情や
ニーズに応じた教育の充実を図るとともに、不登校やそ
の傾向にある児童生徒、配慮や支援を必要とする児童生
徒の教育を保障し、適切な支援を行う。

学校教
育課

②
概ね
順調

地域や社
会を良く
するため
に何をす
べきか考
えること
がある児
童生徒の
割合（中
学校）

　当該年度実施の「全国学
力・学習状況調査児童生徒
質問紙調査」で、「地域や
社会を良くするために何を
すべきか考えることがあ
る」と回答した割合。
　※義務教育学校は、前期
課程と後期課程に分けて集
計。

学校教
育課

①
順調

内部評価

②
概ね
順調

　小中一貫教育を推進し、コミュニティ・スクールと地
域学校協働活動の取組により、学校・家庭・地域が連
携、協働しながら、地域とともにある学校づくりをめざ
す。また、児童生徒の将来に対する夢・希望や志をひら
き、次代を担う人材を育成する。

　異学年の友だちとの縦割り活動、ゲストティーチャー
や地域のボランティアの方々との交流や学習を通じて、
多様な他者とのかかわりの中で自己有用感を感じられる
学習を推進する。また、よりよい学級や学年、学校づく
りのために、自分たちで課題を見つけ出し、自分たちの
力で解決するなど自発的・自治的な活動を充実させ、自
治力のある集団づくりを推進する。

　小中一貫教育を推進し、コミュニティ・スクールと地
域学校協働活動の取組により、学校・家庭・地域が連
携、協働しながら、地域とともにある学校づくりをめざ
す。また、児童生徒の将来に対する夢・希望や志をひら
き、次代を担う人材を育成する。

　異学年の友だちとの縦割り活動、ゲストティーチャー
や地域のボランティアの方々との交流や学習を通じて、
多様な他者とのかかわりの中で自己有用感を感じられる
学習を推進する。また、よりよい学級や学年、学校づく
りのために、自分たちで課題を見つけ出し、自分たちの
力で解決するなど自発的・自治的な活動を充実させ、自
治力のある集団づくりを推進する。

担当課
令和
６年度

令和
７年度

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 ％ - - - 89.0 90.0 91.0 92.0 93.0

実績値 ％ 86.9 88.3 89.3 87.5

達成率 ％ - - - 98.3%

目標値 ％ - - - 85.0 87.0 88.0 89.0 90.0

実績値 ％ - 83.0 57.0 83.3

達成率 ％ - - - 98.0%

目標値 冊 - - - 4.8 4.9 5.0 5.1 5.2

実績値 冊 4.6 4.7 3.7 4.2

達成率 ％ - - - 87.5%

基本施策

教育の充
実・郷土
愛の醸成

No. 評価指標

②
概ね
順調

　すべての児童生徒が自らの能力や可能性を最大限に伸
ばすため、教育の機会を確保し、一人ひとりの実情や
ニーズに応じた教育の充実を図るとともに、不登校やそ
の傾向にある児童生徒、配慮や支援を必要とする児童生
徒の教育を保障し、適切な支援を行う。

10

担当課
令和
４年度

令和
５年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

生涯学習
の推進

生涯学習
講座の参
加者の満
足度

　当該年度実施の生涯学習
講座参加者アンケートで、
受講内容について「大変満
足」または「満足」と回答
した参加者の割合。

生涯学
習・ス
ポーツ
課

②
概ね
順調

　生涯学習講座を麒麟のまちアカデミーとして今後も一
体的に運営し、参加者のニーズを講座内容に反映させな
がら、講座内容の満足度の向上を図っていく。

9

学校が楽
しいと思
う児童生
徒の割合
（中学
校）

　当該年度実施の「鳥取市
共通10項目アンケート調
査」で「学校が楽しい」の
質問に「あてはまる」「ど
ちらかと言えば当てはま
る」と回答した割合。

学校教
育課

②
概ね
順調

　令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点からお話し会などの読書活動の推進に係る
事業を一部中止せざるをえなかったことなどから、来館
者数・貸出冊数とも伸びなかった。今後は、市民の読書
活動を喚起するイベントなどを開催し利用率向上に取り
組む。

11

市民１人
あたりの
図書貸出
冊数

市民が年間に貸出利用をす
る１人あたりの冊数

中央図
書館

指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
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【政策】住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 人 - - - 76 82 88 95 100

実績値 人 - 70 49 54

達成率 ％ - - - 71.4%

目標値 ％ - - - 81.0 82.0 83.0 84.0 85.0

実績値 ％ - 79.6 80.9 80.4

達成率 ％ - - - 99.3%

目標値 件 - - - 490 490 560 560 580

実績値 件 - 528 190 348

達成率 ％ - - - 71.0%

目標値
ポイ
ント

- - - - - - 3.00 -

実績値
ポイ
ント

- 2.97 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 人 - - - 19 19 19 20 20

実績値 人 - 16 19 19

達成率 ％ - - - 100.0%

目標値 人 - - - 35 35 35 35 35

実績値 人 - 27 22 19

達成率 ％ - - - 54.3%

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

12

安心でき
る社会保
障制度の
運営

生活保護
受給者就
労支援事
業に参加
し、就労
開始と
なった人
数

生活保護受給者就労支援事
業に参加し、就労開始と
なった当該年度の人数。

基本施策

②
概ね
順調

　医療費の適正化を図り、被保険者の医療費の負担軽減
につなげるため、ジェネリック医薬品に切り替えた場合
の差額通知や啓発事業を通して、引き続き利用勧奨に努
め、ジェネリック医薬品の普及を促進する。国が公表す
る本市の普及割合は令和3年9月現在で80.4％。
※令和4年度3月時点の国公表値が出ていないため暫定
値で評価

生活福
祉課

15

障がい
福祉課

④
遅延

　新型コロナウイルス感染症の影響により、就労移行支
援がなかなか進まず目標値に達することができなかった
と考える。
　引き続き、福祉、労働、教育等の関係機関と企業との
連携を進め、鳥取市地域自立支援協議会内で就労に関す
る情報や課題を共有し、障がい適正に応じた就労を促進
していきたい。

16

13

鳥取市国
民健康保
険におけ
るジェネ
リック医
薬品の普
及率

厚生労働省が発表する、鳥
取市国民健康保険における
薬剤に占める当該年度の
ジェネリック医薬品の数量
ベースによる普及割合。

保険年
金課

No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

担当課

超高齢社
会に向け
たまちづ
くりの推
進

高齢者福
祉関係の
市民満足
度指数の
平均値

当該年度実施の市民アン
ケート調査において、住み
やすさに関する満足度指数
のうち高齢者福祉３項目の
指数の平均値（最大5Ｐ）

長寿社
会課

⑤
評価
対象
外

　令和５年度に実施予定のアンケート調査（鳥取市地域
福祉推進計画作成のための基礎調査）により実績値を把
握する。今後も超高齢化社会及び多様化する福祉ニーズ
に対応していくため、各高齢者福祉事業を推進し、誰も
が安心して暮らし続けることができるまちづくりを進め
ていく。

14

介護給付
適正化事
業におけ
るケアプ
ラン点検
実施件数

ケアプラン点検を行った当
該年度のプラン件数。

長寿社
会課

③
やや
遅延

　コロナ禍で対面でのケアプラン点検を予定どおり実施
することができなかった。今後は、実施方法を工夫しな
がら適正なサービス利用内容に対する給付が確保される
よう継続して点検を実施していく。

障がいの
ある人の
自立支援

一般相談
支援事務
所の相談
員数

相談支援体制の充実に向け
た一般相談支援専門員の当
該年度末の人数。

障がい
福祉課

①
順調

　障がいのある人やその保護者からの多岐に渡ったきめ
細やかな相談対応に応じていくためには、専門的な知識
を持つ相談支援専門員が必要不可欠である。今後も相談
支援体制の充実に向け一般相談支援専門員の確保を着実
に図っていきたい。

17
一般就労
への移行
者数

就労系サービス利用から一
般就労へ移行した人の当該
年度の人数。

③
やや
遅延

　新型コロナウイルス感染症の影響による景気悪化もあ
り、目標値に達することはできなかったと考える。引き
続き、就労ボランティア活動や就労体験等、一人ひとり
に寄り添った支援を行い、被保護者の自立に向けた取組
を行っていく。

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
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【政策】健康でいきいきと暮らせるまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 年 - - - 20.86 20.91 20.96 21.01 21.06

実績値 年 - 20.76 21.07 21.03

達成率 ％ - - - 100.8%

目標値 年 - - - 17.71 17.79 17.87 17.95 18.03

実績値 年 - 17.55 17.63 17.57

達成率 ％ - - - 99.2%

目標値 % - - - 100％以上 100％以上 100％以上 100％以上 100％以上

実績値 % - 119.5 126.0 95.1

達成率 - - - - 未達成

目標値 % - - - 61.0 62.0 63.0 64.0 65.0

実績値 % - 57.8 63.9 74.1

達成率 ％ - - - 121.5%

健康寿命
（65歳
以上の平
均自立期
間）（女
性）

　新型コロナウイルスへの対応のため、目標の達成まで
若干及ばず未達成となっている。このため、目標値の達
成に向けて日程を調整しながら重点監視施設の監視を実
施し、衛生管理の向上に努め、住民の食の安全を確保し
ていく。

21

保護収容
動物の返
還及び譲
渡率

鳥取市保健所で保護収容し
た愛玩動物を飼い主又は新
しい飼い主に引き渡した割
合。

当該年度の日常生活動作が
自立している（要介護度2
未満）期間の平均。

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

生活安
全課

①
順調

　保健所から新しい飼い主等に年間７３頭を譲渡でき、
目標を大幅に上回る成果があった。コロナ禍において、
犬猫譲渡会や犬管理所見学会を実施することが困難で
あったが、ホームページやYouTubeを活用する譲渡促
進事業は有効であったと考える。これからも人と動物が
共生する社会の実現を目指し、動物愛護啓発事業を積極
的に展開していく。

②
概ね
順調

　健康寿命の延伸には、若い頃からの健康的な習慣の獲
得から、高齢期の介護予防の取組、特に社会参加の推進
を一体的に取り組む必要がある。通いの場を通じた社会
参加は男性の参加率が低いことが課題となっており、高
齢期であってもボランティアや就労、スポーツ等へ参加
できる機会を増やし、健康寿命の延伸に繋げていく。
※計画策定時数値は平成２９年度のもので、令和３年度
実績は令和元年度の数値を報告。

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

担当課

20

安全・安
心のため
の保健衛
生と医療
の推進

重点監視
施設の監
視率

鳥取県東部圏域食品衛生監
視指導計画に基づく重点監
視施設の監視割合。

生活安
全課

⑥
未達
成

健康づく
り・疫病
予防・介
護予防の
推進

長寿社
会課

①
順調

　健康寿命の延伸には、若い頃からの健康的な習慣の獲
得から、高齢期の介護予防の取組、特に社会参加の推進
を一体的に取り組む必要がある。特に高齢期は、対象者
の健康状態に応じた保健事業の導入も必要となる。これ
らの事業を連動させ、健康寿命の延伸に繋げていく。
※計画策定時数値は平成２９年度のもので、令和３年度
実績は令和元年度の数値を報告。

19

健康寿命
（65歳
以上の平
均自立期
間）（男
性）

当該年度の日常生活動作が
自立している（要介護度2
未満）期間の平均。

長寿社
会課

18

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 地区 - - - 460 470 480 490 500

実績値 地区 - 452 大会中止 141

達成率 ％ - - - 30.7%

目標値 校 - - - 16 16 18 18 20

実績値 校 - 14 10 12

達成率 ％ - - - 75.0%

目標値 人 - - - 350,000 350,000 350,000 350,000 350,000

実績値 人 - 344,804 279,704 442,432

達成率 ％ - - - 126.4%

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課基本施策 No. 評価指標 指標の説明

単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

スポー
ツ・レク
リエー
ションの
振興

市民体育
祭の延べ
参加地区
数

当該年度の市民体育祭に参
加した延べ地区数。

24

学校体育
館等の延
べスポー
ツ利用者
数

学校施設開放による小中学
校体育館等の当該年度の延
べ一般利用者数。

生涯学
習・ス
ポーツ
課

④
遅延

　コロナ禍のため市民のスポーツ活動の自粛意識が高
かったこと、人気4種目（陸上、バスケットボール、ソ
フトテニス、水泳）が中止となったことが要因となり、
参加校区が減少したと考えられる。令和4年度は通常の
校区対抗の大会に戻り、ウィズコロナで感染対策に万全
を期し大会運営に努めたい。

23

こころの
プロジェ
クト「夢
の教室」
実施校数

功績を残したアスリートを
招いた出前授業（小学校5
年生、中学校2年生対象）
の当該年度の実施校数。

生涯学
習・ス
ポーツ
課

③
やや
遅延

　児童生徒の新型コロナ発症に伴う休校措置や授業の遅
れから、学校からの「夢の教室」申込が減少した。ま
た、新型コロナの影響によりアスリートの県境をまたい
だ移動は制限され、アスリートの対面授業はリモート授
業で取り組まざるを得なかった。このような状況でも児
童生徒や教職員からの評価は高く効果も認められるため
事業を引き続き継続する。

22

生涯学
習・ス
ポーツ
課

①
順調

　システム化により施設の空き状況が確認できるように
なったこと、校区に限定しない利用が可能となったこと
により利用者が増加した。システムID希望者は増加中で
あり、今後も学校体育施設の市民利用は増加する見通し
となっている。今後はシステム改修を行いつつ利便性の
向上に努め、本市のスポーツ振興に寄与したい。
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【政策】人権を尊重し、ともに築く共生のまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 ％ - - - - - - 50.0 -

実績値 ％ - 39.5 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 回 - - - 300 430 535 550 560

実績値 回 - 535 198 172

達成率 ％ - - - 57.3%

目標値 ％ - - - - - - - 30.0

実績値 ％ - 15.7 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 ％ - - - 30.7 33.1 35.5 37.9 40.0

実績値 ％ - 30.3 30.3 30.7

達成率 ％ - - - 100.0%

目標値 ％ - - - - - - 8.0 -

実績値 ％ - 7.2 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 校区 - - - 11 13 15 16 17

実績値 校区 - 9 11 11

達成率 ％ - - - 100.0%

目標値
事業
者

- - - 7 8 8 9 10

実績値
事業
者

- 7 7 6

達成率 ％ - - - 85.7%

当該年度実施の市民アン
ケート調査において「満
足」または「やや満足」と
回答をした市民の割合。

人権推
進課

⑤
評価
対象
外

　市民アンケート調査は5年ごとに実施され、令和3年
度は評価未実施であるが、人権尊重のまちづくりをめざ
して、市民への人権啓発の推進および人権問題の解消に
向けて取り組む。

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課

人権擁護
の推進と
人権意識
の醸成

「人権が
尊重され
ているま
ち」と思
う市民の
割合

29

地域福祉
の推進

福祉ボラ
ンティア
活動に参
加した市
民の割合

　当該年度実施の市民アン
ケート調査において、「過
去１年に福祉ボランティア
活動に参加した」と回答し
た市民の割合。

地域福
祉課

31

共生型
サービス
の実施事
業者数

　介護保険と障害福祉の
サービスを同一事業所で提
供を受けられる「共生型
サービス」の当該年度末の
実施事業者数。

地域福
祉課指
導監査
室

男女共同
参画社会
の形成

「社会全
体で男女
の地位が
平等に
なってい
る」と思
う割合

当該年度実施の男女共同参
画に関する意識調査で「社
会全体で男女の地位が平等
になっていると思う」と回
答した市民の割合。

男女共
同参画
課

⑤
評価
対象
外

26

各地区に
おける小
地域懇談
会の開催
回数

30

28

市の審議
会等にお
ける女性
委員の割
合

市の審議会委員への女性登
用率。

男女共
同参画
課

①
順調

　今後、審議会等の委員を選任する際には、学識経験者
の委員には積極的に女性を選任する、各推薦団体に委員
の選出を依頼する際に女性を選出していただくよう強く
要望する、鳥取市女性人材バンクを活用するなど、女性
委員の積極的登用に努める。

27

25

地域食堂
の設置校
区数

「地域食堂」が設置されて
いる中学校区及び義務教育
学校区の当該年度末の数。

人権推
進課

①
順調

　地域食堂（こども食堂）の開設においては、今後も各
中学校区に１か所以上開設されるように推進していく。
未開設地域においては、地域の団体等と連携を深める必
要がある。

各地区同和教育推進協議会
等が開催する地域住民を対
象とした小地域懇談会の当
該年度の開催回数

人権推
進課

⑤
評価
対象
外

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。今後も地域福祉活動の活性化が進
むよう、地域福祉を推進する施策を継続して実施してい
く。

④
遅延

　コロナ禍で研修会の開催回数は減少しているが、各地
区で啓発資料を各戸配布するなど、工夫して取り組まれ
ている。新型コロナウイルス感染症収束後は、互いに学
び合える参集形式の懇談会回数を増やしていくととも
に、ネットの活用などによる参加者数の増加に取り組
む。

　男女共同参画に関する市民意識調査は5年ごとに行っ
ており、次回の調査は令和5年度に行うこととしてい
る。社会情勢の変化や市民ニーズに留意しつつ、あらゆ
る機会を捉え啓発活動や情報発信を行い、男女共同参画
社会の実現を目指す必要がある。

②
概ね
順調

　事業者によっては、利用者数の減少によって経営困難
となり事業廃止しているものもみられた（１事業者）。
集団指導等を通じて、引き続き、共生型サービスの指定
事業者の増加を図る。６５歳以上になっても利用する事
業所を変わることなく、継続してサービスが利用できる
体制強化に努める。

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 ％ - - - - - - 50.0 -

実績値 ％ - 42.9 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 ％ - - - - - - 75.0 -

実績値 ％ - 71.5 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 ％ - - - - - - 80.0 -

実績値 ％ - 76.6 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価

32

多文化共
生のまち
づくりの
推進

国際的な
交流の機
会・場所
に対する
重要度

　当該年度実施の市民アン
ケート調査において、重要
度が「高い」または「やや
高い」と回答をした市民の
割合。

文化交
流課

⑤
評価
対象
外

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。新型コロナウイルス感染症の収束
傾向により、外国人住民の増加が見込まれることを踏ま
え、多様な人材の受入に向けて、外国人を含めたすべて
の住民にとって暮らしやすいまちを実現する必要があ
る。引き続き、関係機関や外国人支援団体などと連携し
つつ、やさしい日本語・多言語による情報提供の充実
や、各種講座・交流イベントの開催による相互理解の推
進などに取り組むことにより、多文化共生のまちづくり
の推進を図る。

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

担当課

協働推
進課

⑤
評価
対象
外

　市民アンケート実施年ではないため、数値把握ができ
ない。引き続き、地域活動や地域共生の推進に向けた啓
発活動に取り組んでいく。

当該年度実施の市民アン
ケート調査で「近所付き合
いがある」と回答した市民
の割合。

協働推
進課

33

協働のま
ちづくり
の推進

34

地域内に
おける住
民同士の
つながり

地域活動
に参加し
たことが
ある市民
の割合

　当該年度実施の市民アン
ケート調査において、「過
去１年間に地域活動に参加
したことがある」と回答し
た市民の割合。

⑤
評価
対象
外

　市民アンケート実施年ではないため、数値把握ができ
ない。目標値の達成に向けて地域コミュニティ活動の維
持・向上につながる施策を展開する。
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【まちづくりの目標】人が行きかい、にぎわいあふれるまち
【政策】ビジネス環境の変化に対応した生産性の高い活力あるまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 千円 - 6,800 6,970 7,140 7,310 7,478

実績値 千円 6,710

達成率 ％ -

目標値 ％ - - - 25.0 25.8 26.6 27.4 28.2

実績値 ％ - 23.4 17.2 17.7

達成率 ％ - - - 70.8%

目標値 億円 - 2,726 2,617 2,669 2,749 2,867

実績値 億円 2,811 2,707

達成率 ％ - 99.3% -

目標値 件 - - - 8,882 - - 9,018 -

実績値 件 - 9,996 - - - -

達成率 ％ - - - - - -

目標値 億円 - - 130 130 136 143 150

実績値 億円 129 152 152

達成率 ％ - - 116.9%

目標値 - - - 43,303 45,478 47,652 49,826 52,000

実績値 - 38,955 39,381 34,915

達成率 ％ - - - 80.6%

目標値 ｔ - - - 2,203 2,203 2,203 2,203 2,203

実績値 ｔ - 2,203 2,127 1,968

達成率 ％ - - - 89.3%

持続可能
な経済成
長の実現

就業者1
人あたり
の市内
GDP

就業者１人当たりの当該年
度の市町村内総生産（名
目）の本市の値。

経済・
雇用戦
略課

大学生県
内就職率

当該年度の県内2大学（学
部卒）の全就職内定者のう
ち県内就職内定率。

経済・
雇用戦
略課

③
やや
遅延

　オンライン面接などデジタル技術を活用した採用活動
が広く浸透する中で地元企業が対応しきれていない課題
がある。DX推進と合わせて、コロナ禍を背景とした地
方移転と東京への一極集中是正の動きを捉えながら、地
元企業の魅力発信などの人材確保の取組を総合的に支援
していく必要がある。

現時点で判明していないため評価対象外。

担当課No.

37

39

商業と
サービス
業等の振
興

工業の振
興

②
概ね
順調

農林水産
業の成長
産業化

市内農業
産出額

農林水産省が生産農業所得
統計により推計した当該年
の市町村別農業産出額の本
市の値。

市内製造
品出荷額
等

当該年の工業統計調査（経
済産業省）による製造品出
荷額等の本市の値。

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価

⑤
評価
対象
外

35

36

当該年の海水面漁業の市内
漁獲量。

林務水
産課

②
概ね
順調

市内事業
所数

当該年の経済センサス（基
礎・活動）調査における事
業所数の本市の値。

企業立
地・支
援課

⑤
評価
対象
外

現時点で判明していないため評価対象外。

林務水
産課

②
概ね
順調

　漁業者数の減少や高齢化、新型コロナウイルス等の影
響による魚価の低迷、燃油価格高騰による漁業経営の圧
迫といった要因により漁獲量が減少していると思われ
る。今後、漁業者の減少が見込まれるが、現状維持をめ
ざす。

40

　令和３年度は豪雨等による林道等の被災に係る復旧に
時間を要したことの影響により目標を下回ったと考えら
れる。適正な森林管理には間伐施業が不可欠であり、ま
た、木質バイオマス燃料への活用等県産材の有効利用を
促進するため、今後も継続して実施する。

　コロナ禍の全国的な経済停滞の影響により地元製造業
の受注量は減少し、指標実績値は低調が続いていると考
えられる。経済情勢や企業ニーズに対応した支援策にシ
フトさせながら積極的な企業支援を行っていく。

評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

基本施策

企業立
地・支
援課

農政企
画課

①
順調

　令和元年度には令和6年度目標の150億円を超える
152億円を達成し、令和２年度も同水準を維持すること
ができた。令和３年度数値は１２月の公表に向け集計中
だが、新型コロナウイルス感染症や国際情勢の影響によ
る、米価の下落や燃油、物価の高騰が本市の農業に影響
を与えていると考えられる。今後より一層、経費の削減
や農業所得向上に資する支援策の強化が必要と考える。

市内木材
搬出量

当該年度の林業経営体の経
営計画に基づく市内の間伐
木材搬出量。

38

41
市内漁獲
量
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【政策】人が集う交流のまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値
(単年)

人 - - - 480 480 480 480 480

目標値
(累計)

人 - - - 480 960 1440 1920 2400

実績値
(単年)

人 461 359 389 462

実績値
(累計)

人 - - - 462

達成率 ％ - - - 96.3%

目標値 ％ - - - - - - 40.0 -

実績値 ％ - 33.9 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 万人 - - 298 300 302.5 305 307.5 310

実績値 万人 269 295 170 187

達成率 ％ - - - 62.3%

目標値 人 - - 33,500 33,800 34,100 34,400 34,700 35,000

実績値 人 - 33,041 2,766 1,118

達成率 ％ - - - 3.3%

目標値 ％ - - - - - - 65.0 -

実績値 ％ - 61.5 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 位 - - - 154.0 140.0 127.0 113.0 100.0

実績値 位 - 181 187 218

達成率 - - - 未達成

②
概ね
順調

44

滞在型観
光の推進

観光入込
客数

県が発表する「鳥取砂丘・
いなば温泉郷周辺」の年間
観光入込客数。

観光・
ジオ
パーク
推進課

　目標値には届かないものの、令和元年度・２年度の実
績値を大きく上回る移住定住者数となった。令和３年度
はわずかではあるが、都市部の企業に勤めたまま移住
し、テレワークを行う「転職なき移住」など、コロナ禍
による新しい形態も見られた。今後は、移住希望者への
丁寧な相談対応の継続や、新たに整備した移住定住専用
ポータルサイトによる情報発信を行うとともに、ワー
ケーション事業などの関係人口創出事業にも各部局で連
携して取り組み、様々な形での移住の可能性も広げてい
きたい。

43

高校生の
鳥取市へ
の定住意
向

高校3年生を対象とした当
該年度実施のアンケート調
査で、「将来的には、鳥取
市に定住したい」と回答し
た割合。

政策企
画課

⑤
評価
対象
外

　令和６年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。
　本市の人口は、出生数の減少による自然減に加え、転
出超過による社会減が進行し、特に若い世代の県外流出
が続いており、次代の鳥取市を担う若者の定着は、喫緊
の課題となっている。若者定着のために、本市の魅力の
再発見・再認識、就職促進活動支援などの取組により、
若者の定住につなげていく。

③
やや
遅延

　年間観光入込客数は、前年度に比べ増加したものの、
コロナ以前の水準までは回復していない。今後のコロナ
からの復興・再生を見据え、観光コンテンツの磨き上げ
や情報発信の強化等に取組む。

42

ふるさ
と・いな
か回帰の
促進

移住定住
者数

R3～７年度に本市に移住
した人数の累計。

地域振
興課

シティ
セールス
の推進

市民愛着
度

当該年度実施の市民アン
ケート調査で「本市に愛着
や親しみを感じている」と
回答した市民の割合

政策企
画課

45
外国人宿
泊者数

市内の主要宿泊施設の年間
外国人宿泊者数。

観光・
ジオ
パーク
推進課

④
遅延

　新型コロナウイルス感染症の影響で、インバウンド需
要の回復が見通せない状況が続いている。将来的な回復
を見据え、受入体制の整備等を進める。

⑤
評価
対象
外

　様々な手法の情報発信により市民のシティプライドを
醸成し、市民の鳥取市への愛着度の向上につなげてきた
が、引き続き市民愛着度の向上・深化につながる効果的
な取組を検討する。
※指標実績値が出ない年度のため、実績値入力なし。

47
地域魅力
度

ブランド総合研究所が行う
当該年の地域ブランド調査
結果。

政策企
画課

⑥
未達
成

　実績値が年々下がっているため、庁内全体におけるシ
ティセールス関連事業の取組状況を分析するとともに、
これまで取り組んできた各種手法・情報発信を踏まえ
て、ブラッシュアップを図りながらより効果的な取組に
ついて検討する。

46

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課基本施策 No. 評価指標 指標の説明

単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 人 - - 253,348 251,631 249,914 248,197 246,480 244,763

実績値 人 - 255,065 253,874 251,109

達成率 ％ - - - 99.8%

目標値
(単年) 件 - - - 2 2 2 2 2

目標値
(累計) 件 - - - 2 4 6 8 10

実績値
(単年) 件 - 3 0 0

実績値
(累計) 件 - - - 0

達成率 ％ - - - 0%

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

文化交
流課

48
自治体間
連携の推
進

麒麟のま
ち圏域の
人口

麒麟のまち圏域構成市町の
当該年の国勢調査人口の合
計値。
※「現状」は、県が発表す
る構成市町の10月1日現
在の推計人口の合計値

政策企
画課

④
遅延

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により交流の取組
が縮小したことを踏まえ、交流人口の拡大に向けて、交
流事業の再開や促進を図る必要がある。引き続き、各地
域の県人会などと連携しつつ、民間団体による交流事業
に対する支援の充実や、展示やイベント、オンラインな
どを通じた姉妹都市に関する学習・交流機会の提供によ
る相互理解の増進などに取り組むことにより、他都市と
の交流の推進を図る。

②
概ね
順調

　圏域内人口の減少率が策定時からの１年と比較し、増
加傾向にあるため、圏域自治体間の更なる連携強化を図
り、人口減少率の抑制につなげていく。
※指標実績値が出ない年度のため、県が発表する令和3
年10月1日の推計人口の合計値を使用。

49
他都市と
の交流の
推進

民間団体
による交
流件数

R3～７年度に鳥取市の支
援制度を活用して実施した
交流事業の累計。

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課
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【政策】文化芸術の薫りあふれるまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 団体 - - - 203 203 203 203 203

実績値 団体 - - 203 199

達成率 ％ - - - 98.0%

目標値 人 - - - 23,000 30,000 44,000 58,000 72,000

実績値 人 - 61,280 22,930 23,969

達成率 ％ - - - 104.2%

目標値 - - - - - - - 40.0 -

実績値 - - 33.2 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 人 - - - 142,000 143,000 144,000 145,000 146,000

実績値 人 - 140,937 98,424 102,169

達成率 人 - - - 72.0%

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。今後も文化財の適切な保存管理が
できるように継続して所有者への支援を行う。

52

令和
６年度

令和
７年度

内部評価

文化財の
保存・整
備による
「まちづ
くり」資
産の形成

「文化財
が適切に
保存管理
されてい
る」と思
う市民の
割合

当該年度実施の市民アン
ケート調査において「満
足」または「やや満足」と
回答をした市民の割合。

文化芸術
によるま
ちづくり
の推進

53

　令和3年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響が
あり、各施設とも来館者が減少した。今後も地域の歴史
を学ぶ企画展の開催や各施設をめぐるスタンプラリーな
ど入館者増加につながる取り組みを進める。

主な文化
財関連施
設への入
館数・指
定文化財
等の見学
者数

歴史博物館（やまびこ
館）、因幡万葉歴史館、仁
風閣、あおや郷土館、青谷
上寺地遺跡展示館等の施設
や梶山古墳・旧美歎水源地
等指定文化財の当該年度の
入込数の合計値。

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

文化芸術
鑑賞者数

鳥取市補助事業等による当
該年度の観覧者数。

文化交
流課

①
順調

　新型コロナウイルス感染対策の実施などに伴う文化芸
術事業の再開により鑑賞者数が微増していることを踏ま
え、さらなる鑑賞者数の増加に向けて、市民の文化芸術
に対する関心喚起や意識高揚を図る必要がある。引き続
き、文化団体や芸術家などと連携しつつ、インターネッ
トを通じた情報発信・普及啓発、文化施設の機能維持に
よる活動・鑑賞環境整備などに取り組むことにより、文
化芸術によるまちづくりの推進を図る。

50

市内文化
活動団体
連合組織
への加入
団体数

市内文化活動団体連合組織
の当該年度6月末の加盟団
体数。

文化交
流課

⑤
評価
対象
外

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

担当課

文化財
課

③
やや
遅延

文化財
課

②
概ね
順調

　活動者の高齢化により団体数が減少していることを踏
まえ、文化芸術活動の持続発展に向けて、新たな活動者
の参入・発掘・育成を図る必要がある。引き続き、文化
団体や芸術家などと連携しつつ、補助制度による活動支
援、次世代を対象とした芸術講座開催による人材育成、
インターネットを通じた情報発信・普及啓発、文化施設
の機能維持による活動・鑑賞環境整備などに取り組むこ
とにより、文化芸術によるまちづくりの推進を図る。

51
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【政策】快適で暮らしやすい生活環境づくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 ％ - - - - - - 56.0 -

実績値 ％ - 53.2 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 ％ - - - 95.8 96.2 96.7 97.1 97.5

実績値 ％ - 95.3 - 95.9

達成率 ％ - - - 100.1

目標値 人 - - - 1以上 1以上 1以上 1以上 1以上

実績値 人 - 60 50 68

達成率 - - - - 達成

目標値 人 - - - 20,100 20,300 20,500 20,700 20,900

実績値 人 - 19,113 15,707 16,489

達成率 ％ - - - 82.0%

目標値 人 - - - 20,100 20,300 20,500 20,700 20,900

実績値 人 - 21,900 18,900 16,453

達成率 ％ - - - 81.9%

生活基盤
の充実

安全、迅
速に移動
できる幹
線道路整
備の市民
満足度

①
順調

　下水道未普及地域の管渠整備は順調であり、指標実績
値は目標を達成した。今後も継続して整備を進める。ま
た、整備が完了した地域については、接続率の向上を図
るため、積極的な普及促進活動を行う。

56

55
公共下水
道整備率

当該年度実施の市民アン
ケート調査において、「満
足」または「やや満足」と
回答した市民の割合。

⑤
評価
対象
外

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。安全、迅速に移動できる幹線道路
整備の推進のため、関係機関に対する要望活動、県道整
備の費用負担、幹線市道の整備等に引き続き取り組んで
いく。

公共下水道計画区域内人口
に対する、処理が可能な人
口の当該年度末の割合。

54

中心市街
地の居住
人口（社
会増減
数）

中心市街地の居住人口の社
会増減数（転入者数ー転出
者数）の5年間（R3～7年
度）の平均値。

中心市街
地の活性
化

中心市
街地整
備課

①
達成

②
概ね
順調

　コロナ禍で賑わい創出につながる活動が制限され、指
標実績値は低調が続いていると考えられる。コロナ禍に
おけるイベント開催方法を検討することで、イベント件
数は前年度より増加しており、情報発信をしっかり行い
ながら、中心市街地の活性化を図る。

中心市
街地整
備課

都市企
画課

下水道
企画課

　居住環境の向上につながる施策を進め、暮らしやすい
まちなかとなったことで、子育て世代等の若年層がまち
なかに移住・定住している結果が数値となって表れたも
のと考えられる。引き続き、居住環境の向上につながる
よう取り組んでいく。

57

中心市街
地におけ
る歩行
者・自転
車通行量
（平日）

当該年度の調査時点におけ
る中心市街地の主要10地
点の歩行者・自転車通行量
の合計。

中心市
街地整
備課

②
概ね
順調

　コロナ禍で賑わい創出につながる活動が制限され、指
標実績値は低調が続いていると考えられる。コロナ禍に
おけるイベント開催方法を検討することで、イベント件
数は前年度より増加しており、情報発信をしっかり行い
ながら、中心市街地の活性化を図る。

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課

58

中心市街
地におけ
る歩行
者・自転
車通行量
（休日）

当該年度の調査時点におけ
る中心市街地の主要10地
点の歩行者・自転車通行量
の合計。
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評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 箇所 - - - 2 2 3 3 4

実績値 箇所 - 1 1 3

達成率 ％ - - - 150.0%

目標値
(単年)

件 - - - 6 7 8 9 10

目標値
(累計)

件 - - - 6 13 21 30 40

実績値
(単年)

件 - 7 4 4

実績値
(累計)

件 - - - 4

達成率 ％ - - - 66.7%

目標値 人 - - - 280 285 290 295 300

実績値 人 - 275 292 316

達成率 ％ - - - 112.9%

目標値 ％ - - - - - - 30.0 -

実績値 ％ - 22.2 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

目標値 便 - - - - - - - 6

実績値 便 - 5 5 5

達成率 - - - - - - -

目標値 ％ - - - - - - 50.0 -

実績値 ％ - 39.5 - - - - -

達成率 ％ - - - - - - -

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課

59

魅力ある
中山間地
域の振興

小さな拠
点の形成
箇所数

①
順調

基本施策 No. 評価指標

60

住民自ら
が主体と
なった中
山間地域
活性化の
取組件数

R3～7年度の輝く中山間
地域創出事業（ソフト事
業）の取組件数の累計。

地域振
興課

③
やや
遅延

　計画を策定した地域を引き続き支援するとともに、他
地域においても地域住民が安心して暮らし続けることが
できる小さな拠点事業に取り組む地域の拡大を図る。

地域振
興課

指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

62

交通ネッ
トワーク
の充実

鉄道、バ
スなどの
公共交通
の便利さ
の満足度

　当該年度実施の市民アン
ケート調査において、「満
足」または「やや満足」と
回答した市民の割合。

交通政
策課

　中山間地域の活性化は本市の一体的な発展と活力創造
に必要である。住民自らが主体となり、課題を認識し地
域資源を活用した活性化事業に取り組むことで、新たな
魅力創造や地域づくりが推進されている。より効果的な
事業展開を図るとともに、地域づくり活動の定着と継続
発展を図る。

61

地域課題
の解決に
取り組む
リーダー
の認定者
数

「とっとりふるさとリー
ダーアカデミー」で養成さ
れたリーダーの当該年度末
の人数。

地域振
興課

①
順調

　リーダー認定者数の目標は達成したが、参加者の高齢
化や地域の偏りが見られるため、若年層が関心をもつよ
うなテーマを取り扱う等して、ゼミ参加者の間口を広げ
ていく必要がある。また、継続して活動に取り組む個人
や団体に対しては個別相談窓口により日々対応を続け、
活動の深化を図っていく。

　地域住民自らが将来にわ
たり安心して暮らし続ける
ことができる地域づくりに
主体的に取り組む「小さな
拠点」の当該年度末の形成
箇所数。

64
地域情報
化の推進

⑤
評価
対象
外

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。
　超高速インターネット接続環境が未提供の地域に対し
て、CATVによる光ファイバー網を整備することで、全
市光化が実現となった。今後は有線テレビジョン放送施
設の老朽化及び高速化対応のため、他事業者による超高
速インターネット整備エリアにおいてもFTTH化を進め
ることで、市民サービスの充足を図る。

インター
ネットや
ケーブル
テレビの
情報通信
環境の満
足度

　当該年度実施の市民アン
ケート調査において、「満
足」または「やや満足」と
回答した市民の割合。

63

鳥取砂丘
コナン空
港の運航
便数

鳥取砂丘コナン空港「鳥取
 東京便」の当該年度の1
日の運行便数。

情報政
策課

⑤
評価
対象
外

　令和6年度に実施予定の鳥取市民アンケート調査によ
り実績値を把握する。引き続き、交通事業者や関係機関
と連携し、地域の移動実態に応じた最適な地域公共交通
の再構築に向けた取組を推進していく。

交通政
策課

⑤
評価
対象
外

　コロナ禍で利用が大幅に減少している中、関係機関や
航空会社と連携し、アフターコロナを見据えた利用促進
策など、利用回復に資する取組を推進していく。
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【まちづくりの目標】豊かな自然と調和して安全・安心に暮らせるまち
【政策】安全・安心に暮らせるまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 件 - - 561 569 577 584 592 600

実績値 件 - 553 388 408

達成率 ％ - - - 71.7%

目標値 件 - - - 242 232 222 212 202

実績値 件 - 262 198 204

達成率 - - - - 達成

目標値 - - - - 50 50 56 63 70

実績値 - - 67 29 16

達成率 ％ - - - 32.0%

【政策】環境にやさしいまちづくり

評価 評価コメント（課題・今後の方向性等）

目標値 - - - - 58,547 58,079 57,614 57,153 56,699

実績値 - - 59,495 58,059 57,961

達成率 ％ - - - 101.0%

目標値 ％ - - - 866.0 862.0 858.0 854.0 850.0

実績値 ％ - 875 859 864.0

達成率 ％ - - - 100.2%

目標値 - - - - 1 2 3 4 5

実績値 - - 2 0 4

達成率 ％ - - - 400.0%

環境教育
講座の実
施

市が開催・企画する環境に
関係する講座や研修等の環
境教育・啓発活動の当該年
度の実施回数。

生活環
境課

67

安全・安
心な消費
生活の確
保

70
環境保全
活動の推
進

66
防犯・交
通安全対
策の充実

循環型社
会の形成

鳥取市の
年間ごみ
総排出量

市内の家庭や事業所から出
されるすべてのごみ（一般
廃棄物）の当該年度の総排
出量。

廃棄物
対策課

①
順調

　年間５回の開催を計画していたが、新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響により、１回が中止となった。今後
も市民の環境意識を啓発するため、環境に関係する講
座・研修会等の企画及び開催に取り組むことで、環境に
配慮して行動する市民の増加を図っていく。

交通事故
発生件数

市内で発生した当該年の交
通事故件数。

協働推
進課

①
順調

　目標達成している。事業所から排出される食品廃棄物
をリサイクルすることで減量が見込めることから、その
仕組み作りを研究していく。

69

一人一日
当たりの
ごみ総排
出量

市内の家庭や事業所から出
されるすべてのごみ（一般
廃棄物）の当該年度の一人
一日当たりの総排出量。

廃棄物
対策課

①
順調

　目標達成している。家庭から出るごみの水分量を減ら
すことで更なる減量が見込めることから、引き続き啓発
していく。

68

出前講
座・公演
会・啓発
イベント
等の実施
件数

消費者啓発事業（出前講
座・講演会、情報発信な
ど）の当該年度の実施件
数。

④
遅延

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、地域での出
前講座や講演会、啓発イベントなどの取り組みが制限さ
れ、指標実績値は低調となっている。今後も鳥取市消費
生活プランに基づき、効果的な事業の実施方法を検討し
ながら、継続して取り組んでいく。

①
達成

　交通事故件数は、目標値を達成している。引き続き関
係機関と連携して交通事故防止に向けた啓発活動などに
取り組む。

③
やや
遅延

　コロナ禍による感染拡大防止のため、訓練等の自主防
災会の活動が制限され、件数が減少したものと考えられ
る。感染状況による訓練方法などの検討や自主防災会へ
の情報提供・防災コーディネーターによる支援を行い、
活動の活性化を図る。

令和
３年度

令和
３年度

令和
４年度

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

市民総
合相談
課

危機管
理課

令和
４年度

65
地域防災
力の向上

基本施策 No. 評価指標 指標の説明
単
位

平成30
年度

令和
元年度

令和
２年度

自主防災
活動助成
件数

自主防災会が実施する防災
訓練への当該年度の活動助
成件数。

令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

内部評価
担当課
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